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イ ネ ウ ン カ類 の 幼 苗 浸 漬 法 に よ る薬 剤 感 受性 検 定

嶋 田 一明(熊 本県農業試験場)

Evaluation of insecticide resistance in rice planthoppers by seedling dipping method.

Kazuaki SHIMADA (Kumamoto Agricultural Experiment Station, Kumamoto 861-41)

トビ イ ロウ ンカ を中心 と して,近 年,ウ ン カ類 の殺 虫

剤 に対 す る感 受性 に低下 の傾 向 を認 め る事例 が報 告 され

て い る(永 田,1979;深 町 ら,1980)。 しか し,早 くか ら

殺 虫 剤抵 抗 性 の発 達 が問題 に な った ツマ グ ロ ヨコバ イで

は,局 所施 用 法 の ほ かベ ル ジ ャ ー ・ダス ター法,虫 体 浸

漬 法,パ ラフ ィ ルム膜 人 工 給 飼法 な ど,多 様 な方 法 に よ

り検 定 され て い るが,ウ ン カ類 につ い ては 試験 例 も少 な

く,検 定 方法 も限 られ て い る。

最近,水 稲 栽 培 で も請 負 防 除 が普 及 しよ うと して お り,

そ こで は液剤 だ け を一貫 して 使 用 す る防除 法 が再検 討 さ

れている。これまで主流であった粉剤に比べ,周 辺への

飛散が少なく,価 格が低いなどの利点を持つ液剤の利用

が今後増加するものと予想される。

殺虫剤散布に当って,各 種殺虫剤に対する目的害虫の

感受性を知り,有 効な殺虫剤を選択することが重要であ

ることは当然である。以上のような現状からヒメ トビウ

ンカとトビイロウンカを対象として,液 剤を用いて現場

でも簡単に実施で きる方法 として,幼 苗 を薬液に浸漬す

る方法による殺虫剤感受性検定を試みた。同時に,局 所

施用法による検定も行ったので,両 結果を比較検討 して
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報告する。

試 験 方 法

1981年 に農試圃場より採集 した虫を,25℃ 定温の室内

で3～8世 代飼育 して供試 した。

幼苗の薬液浸漬による検定試験(以 下幼苗浸漬法と記

述)で は,市 販の乳剤および水和剤を用いた。供試濃度

は5～6段 階とした。幼苗(播 種後約5日,第1本 葉展

開前)約4gを ポ リプロピレン製網カゴ(径4.5cm,高 さ

3.0cm)に 詰め,各 濃度別に薬液に10秒 間浸漬 した後,水

滴をよく切った。2分 間放置した後,二 分して2本 の試

験管(径3.0cm,高 さ10.5cm)に 入 れ,1試 験管当 り雌雄

各5頭 ずつの虫を入れて,ガ ーゼでふたをした。25℃ 定

温室中で24時間 経過後の死虫率を調査した。

局所施用法による検定試験では,各 殺虫剤とも原体を

アセントンで5濃 度段階に希釈し,1雌 当り0.1μ〓をミ

クロシリンジで,胸 部背面に施用 した。1区 雌10頭 を供

試し2区 制とした。施用後は幼苗を入れた試験管中で飼

育し,25℃ 条件下で24時 間経過後の死虫率を調査 した。

両方法とも各薬剤について2～3回 反復 して試験 した。

結果および考察

幼苗浸漬法 と局所施用法によるヒメ トビウンカの殺虫

剤感受性検定の結果をまとめて第1図 に示す。2つ の方

法 に よ るLC50値 とLD50値 の関 係 を見 る と,マ ラソ ンで は

両 値 とも大 きくPAP,MEPお よ びBPMCで は 両 値 とも

に小 さ く,イ ソキ サ チ オ ンとNACで はLD50値 は 著 し く

大 きか っ た。XMCで はLD50値 は小 さ く,LC50値 は その

数 倍 で あ っ た が,イ ソキサ チ オ ンやNACほ ど両 値 の差 異

は 大 き くな か っ た。 また幼 苗 浸 漬 法 によ る検 定 値 の反 復

試験 問 の変 動 は,マ ラソ ン,PAP,MEP,MPPお よびピ

リ ダフェ ンチ オ ンで は大 き か った 。MPPと ピ リダフェ ン

チ オ ンで は局 所施 用 法 に よ る検 定 を省略 したた め,両 法

間 の関 係 は不 明 で あ る。

第1図 ヒメ トビウンカの殺虫剤感受 性

幼苗 浸漬法 で は各検定値(2～3回 反復,黒

丸)と その幾 何平均値 を示 し局所施 用法では

幾 何平均値 のみ を示す.

第2図 トビイロウ ンカの殺虫剤感受性

両検定 法 とも2～3回 反復検 定値の幾何平 均値 を示す。

MEPの 局所施 用LD50値 ,☆ はKILIN et al.(1981)よ

り引用。

第2図 は トビ イ ロ ウ ン カの 殺 虫 剤感 受性 を,同 様 に2

つ の 方 法 によ り検 定 した結 果 を示 す 。 イ ソ キサ チ オ ンと

MEPに つ いて はKILIN et al.(1981)の 熊 本 採 集 虫 のLD50

値(μg/male)よ り換 算 して 得 た 値 を 目安 と して示 した 。

MEPで は両 値 と も大 き く,BPMCとXMCで は共 に小 さ

く,NACで は ヒ メ トビウ ンカの場 合 と同 様 に両検 定 法 間

の差 異 は大 きか っ た。 幼 苗浸 漬 法 に よ る検定 値 の反復 試

験 間 の変 動 は,ヒ メ トビ ウ ンカ の場 合 に比 べ る と小 さ く,

よ り安 定 した結 果 が得 られ た。

ヒメ トビウ ンカ の場 合 の イ ソ キ サチ オ ン,お よび ヒメ

トビウ ンカ と トビイ ロ ウ ンカ 両種 のNACで,局 所施 用 法

で はLD50値 が小 さい に も か か わ らず,幼 苗浸 漬 法 で は
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LC50値 が大きくなったことは,こ れら殺虫剤の揮発性,

浸透移行性などの物理化学的性質あるいは作用機構の差

異によることが考えられる。このような差異が圃場にお

ける殺虫剤の効力に関与するかどうかは今後の課題であ

る。

以上の結果から,幼 苗浸漬法は局所施用法 と必ず しも

同傾向の値は得られないが,現 地においてウンカ類の薬

剤感受性を予備的に検定する場合,市 販の製剤を用いて

実施で きる簡易な検定法として利用できると考えられる。

NACの ように局所施用法による検定値の傾向と隔たる値

が得られることもあるが,現 在十分な防除効果が得られ

て い る とす れ ば,今 後 そ の値 が さ らに増 大 す る か ど うか

が現 場 で知 りた い事柄 で あ り,局 所施 用 法 に よ る値 との

差 異 は別 の 問題 で あ る。
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